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一
八
五
二
年
六
月
十
二
日
（
嘉
永
五
年
四
月
二
十
五
日
）
現
埼
玉

県
飯
能
市
坂
元
一
二
九
八
番
地
本
橋
家
に
お
い
て
、
執
刀
者
伊
古

田
純
道
、
助
手
岡
部
均
平
で
、
本
邦
最
初
の
帝
王
切
開
術
が
行
わ

れ
、
母
体
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
医
史
学
会
で
は
、
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
、
埼
玉
県
医
師
会
と
共
に
、
「
帝
王
切
開
発
祥
の

地
」
記
念
会
を
つ
く
り
、
手
術
の
行
わ
れ
た
本
橋
家
の
土
地
に
、

一
九
八
七
年
六
月
十
二
日
記
念
碑
を
建
て
た
。
明
後
年
は
術
後
百

五
十
年
に
な
る
が
、
こ
の
機
会
に
純
道
が
帝
王
切
開
術
を
ど
の
よ

う
に
し
て
習
得
し
た
か
、
考
察
し
て
み
た
い
・

伊
古
田
純
道
（
一
八
○
二
’
八
六
）
は
、
彼
の
行
っ
た
帝
王
切
開

術
に
つ
い
て
、
詳
細
な
メ
モ
「
子
宮
裁
開
術
實
記
』
を
子
孫
の
中

島
家
（
藤
岡
市
）
に
残
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
、
「
西
医

ノ
経
験
ス
ル
所
」
と
記
し
て
い
る
が
、
自
身
の
術
の
習
得
に
は
触

41

伊
古
田
純
道
の
帝
王
切
開
術
学
習

に
つ
い
て

石
原

力

れ
て
い
な
い
。

純
道
が
西
洋
産
科
に
触
れ
た
最
初
は
、
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年

八
月
岡
部
と
共
に
入
門
し
た
如
達
堂
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
小
室
元

長
、
元
貞
父
子
に
よ
り
経
営
せ
ら
れ
、
現
埼
玉
県
比
企
郡
都
幾
川

村
番
匠
四
七
一
に
あ
っ
た
。
純
道
は
一
八
七
五
年
に
小
室
家
を
訪

ね
、
先
師
の
墓
参
を
な
し
、
五
十
年
前
を
追
慕
し
て
漢
詩
を
つ
く

っ
て
い
る
二
楢
陵
遺
稿
」
所
収
）
か
ら
、
入
門
の
時
日
は
間
違
い
な

い
。
元
長
は
賀
川
流
の
流
れ
を
汲
み
、
元
貞
は
西
洋
産
科
を
以
て

名
を
成
し
て
い
た
足
立
長
焦
に
信
頼
さ
れ
た
門
人
で
あ
る
。
元
貞

は
長
焦
の
講
義
録
、
及
び
「
産
科
礎
』
巻
之
二
を
校
定
し
、
『
産
科

輯
要
」
乾
巻
、
及
び
坤
巻
を
作
っ
て
い
る
。
元
貞
の
家
督
相
続
は

一
八
二
七
年
正
月
で
、
純
道
は
入
門
後
数
年
で
現
秩
父
市
大
字
伊

古
田
四
一
四
へ
帰
っ
た
。
純
道
は
元
貞
が
長
篇
か
ら
学
ん
だ
足
立

流
の
藺
方
（
内
科
的
）
産
科
と
賀
川
流
と
を
習
得
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

一
九
四
一
年
建
て
ら
れ
た
「
始
祖
帝
王
切
開
術
伊
古
田
純
道

翁
」
記
念
碑
碑
文
に
は
、
純
道
が
「
長
崎
に
赴
き
オ
ラ
ン
ダ
医
術

を
体
得
す
る
こ
と
年
余
」
と
あ
る
が
、
立
証
す
る
も
の
が
な
い
。

純
道
は
伊
古
田
で
開
業
、
名
主
を
勤
め
た
後
、
一
八
四
一
年
頃
修
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業
の
念
を
起
こ
し
、
江
戸
へ
出
て
諸
名
家
に
就
き
医
学
や
和
漢
の

学
を
究
め
、
江
戸
薬
研
堀
の
佐
藤
泰
然
に
入
門
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
長
崎
遊
学
は
否
定
で
き
よ
う
。
そ
の
後
伊
古
田
へ
帰
り
開

業
、
一
八
四
五
年
に
現
秩
父
市
東
町
に
移
り
開
業
し
た
。
従
っ
て

四
十
歳
頃
数
年
間
、
江
戸
で
泰
然
か
ら
外
科
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

初
め
て
の
帝
王
切
開
を
一
時
間
で
行
う
程
の
技
侭
を
習
得
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
八
五
四
年
順
天
堂
の
治
療
代
を
記
し
た
書
類
（
成

田
不
動
尊
資
料
館
蔵
）
に
「
割
腹
出
胎
児
術
金
拾
両
」
と
あ
り
、

そ
れ
を
実
施
し
た
確
証
は
な
い
が
、
帝
王
切
開
の
術
式
に
つ
い
て

泰
然
か
ら
聞
く
機
会
は
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

帝
王
切
開
を
行
っ
た
と
き
、
純
道
が
直
接
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た

の
は
⑦
ｇ
三
号
の
巴
○
日
○
口
（
一
七
七
四
’
一
八
六
五
）
の
国
四
国
ロ
‐

匿
島
侭
８
ａ
①
く
の
１
○
の
冒
且
①
（
二
版
、
一
八
二
六
）
の
矢
田
部
卿

サ
ロ
モ
ン

雲
に
よ
る
訳
書
『
撒
羅
満
氏
産
論
』
（
一
八
四
五
）
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
中
島
家
に
は
純
道
自
筆
の
「
撒
羅
満
氏
産
論
抄

書
」
が
あ
る
が
、
原
本
は
な
い
。
彼
が
原
本
を
ど
こ
で
入
手
し
て

抄
書
を
作
っ
た
の
か
、
謎
で
あ
っ
た
。
浅
田
晃
彦
の
小
説
「
帝
王

切
開
事
始
』
で
は
、
泰
然
の
所
蔵
本
を
写
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、

卿
雲
の
翻
訳
完
了
時
に
は
純
道
は
す
で
に
伊
古
田
へ
帰
郷
し
て
い

る
の
で
あ
り
え
な
い
。
一
方
柳
田
敏
司
氏
は
小
室
家
の
『
撒
羅
満

氏
産
論
」
と
の
関
係
を
明
確
で
は
な
い
が
示
唆
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
「
帝
王
切
開
発
祥
の
地
」
記
念
講
演
会
で
、
私
は

「
撒
羅
満
氏
産
論
抄
書
」
と
、
佐
伯
理
一
郎
ｌ
阿
知
波
五
郎
所
蔵

本
、
及
び
小
室
本
を
比
較
し
、
佐
伯
本
の
「
テ
ー
ゲ
ル
」
が
小
室

本
と
抄
書
で
は
「
ネ
ー
ゲ
ル
」
の
よ
う
に
、
後
二
者
の
一
致
が
顕

著
で
、
小
室
本
が
底
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
回
再
調
査

で
、
佐
伯
本
で
は
「
ケ
イ
ゼ
ル
レ
ー
キ
ス
ネ
ー
ゲ
法
」
の
後
に
横

骨
切
断
法
が
あ
る
の
に
対
し
、
後
二
者
で
は
前
に
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
従
っ
て
小
室
本
を
抄
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

純
道
の
帝
王
切
開
の
背
後
に
は
、
小
室
家
の
存
在
が
あ
り
、
そ

れ
に
つ
な
が
る
足
立
長
馬
や
、
佐
藤
泰
然
の
存
在
が
あ
る
。

（
清
風
園
診
療
所
）


